
第 　章　行動計画
基本方向１　子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり
施策目標(１) 母と子の健康づくり支援
妊娠から出産にいたるまでの母子の健康づくりは、その後の子どもの成長や親子の関係づくりに大きく影響します。特に母親が安心して子どもを生み、精神的に安定してゆとりを持って子育てが行えることが大切です。

そこで、母と子の健康づくりや子どもの心身の健やかな発達を支援するとともに、思春期保健対策や食EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),育)、自分らしい子育ての取組みを支援します。

また、保健・福祉・医療にかかわるサービスが総合的に安心して受けられるように、関係機関や泉大津市医師会等との連携強化を図り、周産期医療・小児医療体制の充実、予防医療・保健の取組みを進めます。
【基本施策】


基本施策①　母子の健やかな心と身体の育成支援
妊娠期の母親の心身両面の健康の確保は胎児への影響も大きく、非常に重要であることから、母子健康手帳の交付をはじめ健康診査等の受診促進や相談指導の充実に努めます。
また、疾病や障がいを早期発見し、早期対応を図るとともに、子どもの健やかな育成を支援するため、乳幼児健診の受診促進とフォロー、保育所や幼稚園、学校等との連携の強化に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	母子健康手帳の交付
	母子健康手帳の交付を通して、母親・父親の自覚を持っていただくとともに、母と子の一貫した健康管理と健康の保持増進に役立てます。
	保健センター

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	妊婦一般健康診査の推進
	妊娠高血圧症候群や貧血の早期発見など、妊婦と胎児の健康の保持増進を図るため、平成22年度から公費負担による健康診査を、21年度の10回から14回に増やすとともに、その周知徹底と受診の促進を図ります。
	保健センター

	マタニティクラブへの参加促進
	妊娠期の健康の保持、増進を図るため、これからママ、パパになる人のため、講義をはじめ出産準備、沐浴実習、体操、育児指導、妊娠期の栄養管理、調理実習などを行います。少なくとも第１子の母が全員参加できるように、呼びかけていきます。また、保護者同士が出産後も相談し合え、助け合える関係づくりのきっかけとなるように、地域における妊婦（両親）教室の充実に努めます。
	保健センター

	ベビマクラブへの参加促進
	生後２か月～４か月の乳児とその母親を対象に、ベビーマッサージを通して親子の絆や子どもを愛おしく思う心の形成を促すとともに、相談や親同士の情報交換による不安の軽減を図ります。
	保健センター

	妊産婦・新生児訪問指導、すこやか赤ちゃん訪問の推進
	育児に対する悩みや不安の軽減と母子の健康管理に対する相談や指導等を行うため、子どもの発達や発育、育児環境、母親の心身の健康状態などを把握し、育児等についての相談を行います。すこやか赤ちゃん訪問は、２か月頃の乳児のいる家庭すべてに対して行います。
	保健センター

	乳幼児健康診査の推進
	健康の保持・増進を図るため健康診査を実施します。成長・発達の節目となる時期である４か月児・乳児後期（生後９か月～11か月）・１歳６か月児・３歳６か月児に健康診査を、２歳６か月児に歯科健康診査を行います。
	保健センター

	体重測定日の周知
	保護者が乳幼児の身長や体重を測定できるよう、毎月測定日を設けていますが、その周知と子どもの発育･発達についての相談・指導を行います。
	保健センター

	お母さんの勉強室
	子どもの育ちや食事、遊びや教育のことなど、子育てにかかわる基本的で重要なことを学習する場として、保護者に対する参加促進を呼びかけるとともに、子育て支援センターとの共催などを進めます。また、受講していない保護者にも正しい子育て情報を伝えるため、内容をチラシにまとめ健診時に配布するなど工夫していきます。
	保健センター

	発達障がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),い)等の把握
	乳幼児健診時に心理相談を行うとともに、保育所や幼稚園、学校と連携し、何らかの発達等のつまずきを持つ子どもの早期発見、早期対応に努めます。
	保健センター

学事課

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	小・中学校の定期健康
診断
	児童・生徒の生活習慣病の予防を図るとともに、心身の健康の保持・増進を図るため、小・中学校における健康診断を進めるとともに、医療機関や家庭等と連携し結果のフォローの充実に努めます。
	学事課

	不妊治療対策の推進
	大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）で実施している不妊に関する悩みの相談などの事業や、不妊治療にかかる経済的支援として実施している大阪府特定不妊治療費助成事業の啓発を行います。
	保健センター


基本施策②　食EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 10(※),育)の推進
「食べること」は生きるための基本であり、子どもの健やかな心と身体の発達に欠かせないことです。乳幼児期から、発育・発達段階に応じた正しい食習慣、望ましい食習慣と食を通じた豊かな人間関係の形成等を積み重ねていくことにより、生涯にわたって健康でいきいきとした生活を送るための基本としての食を営む力が育まれていきます。
そこで、家庭をはじめ地域団体等と連携し、食生活の重要性についての啓発をはじめ、お米や野菜などを使った伝統食の良さや、食品の安全性への関心を高めるなど、総合的な食育の推進に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	食育の啓発
	広報や健診の機会を利用して、住民や保護者に対する食育の啓発、食の安全に関する啓発を行うとともに、学校等とも連携し、生活習慣病の予防等正しい食事のとりかたなどの啓発に努めます。
	保健センター

学事課

	離乳食講習会
	４か月児健診の時（４か月児以外でも参加可）に、離乳食の進め方や作り方の実演、試食を行うとともに、個別相談にも対応します。
	保健センター

	幼児食の相談・指導の推進
	保健センターへの電話や来所により、子どもの食事についての相談を随時受け付けるとともに、必要な場合は、専門的な相談・指導を受けられるように、管理栄養士の指導や発達相談を紹介します。
	保健センター

	学校給食の充実
	安心できる安全な学校給食を提供するとともに、授業を通じて食育の推進を図ります。
	学事課

	地域での食育教室の開催
	保育所、幼稚園、小・中学校と家庭、地域団体等が連携し、料理を作る楽しさを通じて「食育」について学ぶ機会づくりを進めます。
	保健センター

学事課


基本施策③　思春期からの健康づくり支援
心身の発達がアンバランスで不安定な思春期の健康づくりは、乳幼児期とともにその後の健康な生活を送るための重要な時期といえます。

しかしながら、近年では朝食の欠食や、運動不足や体力不足など、生活習慣に問題を抱える子どもが増加しています。

また、全国的にも性の逸脱行動に関する問題、喫煙・飲酒、薬物乱用等の問題、心身共に悩みの多い時期であることに起因するひきこもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),り)などの問題も指摘されています。

このようなことから、思春期の健康づくりに関する基礎的な知識や、酒やタバコ、性・薬物等の健康を脅かす問題に関する正しい知識の普及など、家庭や学校等関係機関と連携し、思春期の保健対策の充実を図ります。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	喫煙・飲酒防止対策の推進
	泉大津市医師会や保健所等の関係機関や小・中学校、家庭、地域団体等の連携により、未成年者の喫煙や飲酒防止活動を進めます。また、学校等において敷地内禁煙を実施します。
	保健センター

学事課

いきがい支援課

	薬物乱用防止対策の推進
	泉大津市医師会や保健所等の関係機関や小・中学校、家庭、地域団体等の連携により、薬物乱用防止活動を進めます。
	保健センター

学事課

いきがい支援課

	性や生命の尊重に基づく性教育の推進
	子どもの発達段階に応じて、性や生命に基づく性教育やエイズ、性感染症に関する正しい知識の普及に努めます。
	保健センター

学事課

	相談体制の充実
	学校等との連携を図り、思春期における心身や性の悩み、不安の解消のため、相談体制の充実を図ります。
	保健センター

学事課


基本施策④　小児医療・予防の充実
地域で安心して子どもを生み育てるため、特に体調が変化しやすい子どもの健康の保持増進を図るためには、子どもの急病や事故に適切に対応できる医療体制、救急体制が必要です。

そのため、かかりつけ医を持つことの啓発を進めるとともに、疾病予防についての知識の普及や広域での他市との連携のもとに、小児救急診療体制の充実に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	身近な小児医療の確保
	子どもの身体や病気に関し、日頃から気軽に相談できる「かかりつけ医」の必要性について泉大津市医師会等と連携して普及啓発を行います。
	保健センター

	小児医療・救急体制の
充実
	泉大津市医師会をはじめ大阪府等関係機関との連携のもとに、診療所や泉州北部小児初期救急広域センタ－、泉州地区の小児科救急輪番体制による休日や夜間対応の充実に努めます。
	保健センター

	小児救急電話相談の普及
	相談する人がいない場合や、症状がよくわからないなどの場合、電話での相談に応じる小児救急電話相談について周知を図ります。
	保健センター

	予防医療・保健の推進
	ワクチン・予防接種についての保護者の理解を深め、接種率の向上を図ります。また、乳幼児健康診査の推進や日頃からの子どもの観察や事故予防に対する知識の普及など、保護者に対する啓発や教育を進めます。
	保健センター


[image: image1.jpg]



施策目標(２) 子育てに関する意識啓発及び相談・情報提供体制の充実
子育ての負担感ばかりが強調されがちですが、次代を担う子どもたちが未来に夢と希望を持って日々輝いて暮らせるように、保護者自身もまた、子育て家庭を支える地域社会も子育ての楽しさや喜び、命を受け継ぐことの大切さなどを認識し、広めていく必要があります。
そこで、様々な機会を活用して子育ての楽しさ・大切さについてＰＲするとともに、子育てに不安や悩みを抱えたまま地域で孤立することのないように、子育てに関する相談体制や情報提供体制の充実に努めます。

【基本施策】


基本施策①　子育ての楽しさ・大切さ意識の醸成
子どもが夢と希望を持って成長･発達していけるよう、また、親子の絆を形成し、子どもが家庭の中で安心して生活できるよう、子育ての楽しさや大切さ意識の醸成に努めるとともに、子育て基盤としての家庭づくりを進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	子育て家庭の集う場の

提供
	親子間あるいは親子同士の交流を深めるため、保育所や地域団体等との連携のもとに、子育て仲間の憩いと出会いの場や子どもへのかかわりなどを学んだり、体験する場の提供の充実に努めます。
	すこやか推進課

	家庭教育の推進
	地域団体等による家庭教育に関する研修を行うとともに、親子や世代間交流を促進する中で親意識の高揚を図ります。
	社会教育課
すこやか推進課

	子育ての楽しさや喜びのＰＲ
	広報「ただおか」やホームページ等を活用して、先輩保護者の子育ての楽しさや喜びについてのＰＲの掲載を進めます。
	すこやか推進課


基本施策②　次代の親としての意識の醸成
次代の親となる若い世代が、子どもを生み育てることの意義を理解し、結婚や出産、子育てに夢を持つことができるように、中学生が職場体験学習などを通じて乳幼児とふれあう機会などを提供します。
また、初めてパパやママになる人たちには、次代の親を育てていくという意識と家庭の役割などを理解していただく機会の充実に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	乳幼児とのふれあい体験
	次代の親となる中学生が子育てにとまどうことのないように、また、乳幼児に対する慈しみの心や命を大切にする心を育めるように、保育所や幼稚園において中学生の職場体験学習の受け入れを行います。
	学事課

	お母さんの勉強室（再掲）
	子どもの育ちや食事、遊びや教育のことなど、子育てにかかわる基本的で重要なことを学習する場として、保護者に対する参加促進を呼びかけるとともに、子育て支援センターとの共催などを進めます。また、受講していない保護者にも正しい子育て情報を伝えるため、内容をチラシにまとめ健診時に配布するなど工夫していきます。
	保健センター

	マタニティクラブやベビマクラブへの参加を通しての親意識の醸成
	これからママ、パパになる人が安心して子育てができるよう、また、子どもに対する慈しみの心や親としての責任感や家庭の役割を十分理解・認識できるよう、マタニティクラブやベビマクラブへの参加促進を図るとともに、内容の充実に努めます。
	保健センター
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基本施策③　子育てに関する相談体制・情報提供体制の充実
保護者が子育ての不安や悩みを抱えたまま地域で孤立することのないように、身近な地域での相談や専門的な相談まで、関係機関や地域団体等の連携を強化し、子育て関連の相談体制の充実に努めます。
また、必要な時に必要な情報を得て適切な支援が受けられるように、子育て関連情報の提供体制の充実に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	母子保健事業を通しての相談の充実
	乳幼児健診や訪問指導など様々な母子保健事業を通して、乳幼児の発達や子育てに関する不安や悩みなどに対応するとともに、より専門的な相談に対しては泉大津市医師会や保健所等関係機関等の紹介や連携により対応の充実に努めます。
	保健センター

	保育所や幼稚園での子育て相談の充実
	子育てあるいは子どもの教育等に関する不安や悩みに対応するため、チューリップ保育園での地域子育て支援センターにおける相談対応とともに、他の保育所や幼稚園での相談対応の充実に努めます。
	すこやか推進課
学事課

	子育て関連窓口の周知と相談対応の充実
	保健センター窓口をはじめ、いきがい支援課、児童館等、子育てに関する様々な窓口の周知と相談対応の充実に努めます。
	関係課

	民生委員・児童委員、主任児童委員などの相談、支援活動の推進
	民生委員・児童委員、主任児童委員の研修の充実を図り、地域における身近な相談者としての対応力の向上を図るとともに、保育所や幼稚園等と連携し、子育て支援活動等を通し、虐待の予防や発見に努めます。
	いきがい支援課

	地域での子育て出前講座の開催
	保育所や幼稚園と保健センターが連携して、子育て全般に関する相談を行う機会の提供に努めるとともに、地区福祉委員会での子育てサロンなどの取組みを促進し、身近な地域での子育て相談等の開催に努めます。
	すこやか推進課

いきがい支援課

	ホームページの運用
	各月の行事カレンダーに引き続き行政情報を掲載するとともに、相談窓口の一覧等見やすい工夫に努めます。
	すこやか推進課

	広報「ただおか」の充実
	行政ファイルのコーナーに児童福祉に関するその月の情報を引き続き掲載するとともに、保健センターや地域子育て支援センターのコーナーにその月開催の子育て関連行事等を掲載します。
	すこやか推進課


施策目標(３) 仕事と生活の調EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(※),和)推進
わが国では、女性が仕事か子育てかの二者択一を迫られ、結婚や出産に際し就業を断念せざるをえず、また、男性は長時間労働などで家事や子育てなどを担えない状況があり、そのことが少子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),化)の要因の一つとも言われています。仕事と生活の調和は、健康で地域活動にも参加するなど豊かな生活を送るためにも不可欠です。
そこで、男女が共に仕事と家庭・地域生活を両立し、健康でゆとりある生活を送れるように、また、家事や子育てなど、家族としての責任と喜びを分かちあえるように、関係機関や企業、地域住民等と一体になって、仕事と生活の調和のとれた社会づくりを進めます。
【基本施策】







基本施策①　男女の仕事と家庭・地域生活の調和の推進
仕事か生活かの二者択一ではなく、男女が共に個人の生き方や人生の各段階に応じて多様な働き方の選択を可能とするとともに、長時間労働等の働き方を見直し、心身の健康を保持し、仕事をしながらもボランティア活動や地域行事などの社会参加ができ、子育てにもゆとりを持って取り組めるように、関係機関と連携して「ワーク・ライフ・バランス」や労働時間短縮に向けて、住民をはじめ企業等に啓発を進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	ワーク・ライフ・バランスについての啓発
	仕事と生活の調和の実現は、国民一人ひとりが望む生き方ができる社会の実現にとって必要不可欠なことであることを、住民が理解し事業者や地域が共にその実現に向けて取組んでいけるよう啓発を進めます。
	自治推進課

	労働時間短縮に向けた啓発
	長時間労働などの働き方の見直しをはじめ仕事と家庭・地域生活の調和に向けた取組みの先進事例など、関係機関等と連携し企業啓発に努めます。
	自治推進課


	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	育児休業制度等の周知や利用促進
	子育て期間中の短時間勤務制度の義務化や子どもの看護休暇の拡充、父母共に育児休業を取得する場合の休業可能期間の延長（パパ・ママ育休プラス）などを改正内容とした「育児休業、介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険の一部を改正する法律」について、関係機関との連携により普及、施行の促進を図ります。
	自治推進課



基本施策②　多様で弾力的な保育サービスの充実
仕事と生活の調EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),和)推進を図りつつ、保護者の就労意向や多様な就労形態への対応を図るため、通常保育事業をはじめ延長保育、子育て短期支援事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),業)、放課後児童クラブなどについて継続実施します。
また、在宅子育て家庭の保護者の傷病や緊急時の用事等により、家庭において保育ができない場合の一時預かり事業について継続実施します。
さらに、病気や病気の回復期にある児童の保育についても、泉大津市医師会等と連携して実施についての検討を進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	通常保育事業の推進
	保護者が日中就労等のために保育できない就　学前の児童を保育所で適切に保育するため、　入所希望状況に応じた受け入れに努めます。　また、年度途中の待機児童の発生については、年齢別の定員数の変更等受け入れ児童数の調整を行い、解消に努めます。
	すこやか推進課

	延長保育事業の推進
	今後も引き続き、町内保育所で延長保育を実施します。
	すこやか推進課

	一時預かり事業の推進
	保護者の傷病や緊急時の用事等により、家庭において一時的に保育を受けることが困難な乳幼児に対応する一時預かり事業について、引き続きチューリップ保育園で実施します。
	すこやか推進課

	子育て短期支援事業の

推進
	保護者が疾病その他の理由により家庭において児童を養育することが一時的に困難になった時や、出張等で家庭において夜間の保育ができない場合など、近隣市の児童養護施設などで預かる事業を活用し、その家庭の支援を行います。
	すこやか推進課

	病児・病後児保育事業の検討
	保護者の就労と子育ての両立を支援するため、児童が病気の回復期であったり、病気中などで集団保育が困難な場合、その児童を一時預かる事業について、今後検討を進めます。
	すこやか推進課

	放課後児童クラブの推進
	小学校に就学している１年生～５年生の児童で、放課後帰宅しても保護者及び同居の親族の就労または疾病等により、留守等になる家庭の子どもたちを対象に、忠岡町留守家庭児童学級を開設していますが、今後、ニーズに合った事業展開に努めます。
	社会教育課


基本施策③　男女共同子育ての推進
父親の家庭生活への参加は、母親の子育ての負担感を軽減するだけではなく、父親も子どもとのコミュニケーションを深め、健全な親子関係を築くことにつながります。

そこで、父親の子育てに対する知識などを習得する機会の提供に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	男女共同参画社EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),会)に関する啓発
	平成22年度に「忠岡町男女共同参画計画（仮称）」の策定を予定していますが、計画策定の趣旨や男女共同参画社会について広く住民が理解できるように啓発を進めます。
	人権平和室

	啓発・広報活動の推進
	家庭の実情に合った家事分担等について、父親のみならず子どもも含め家族による話し合いを促進します。また、広報等による男性の家事参加等に関する啓発を進めます。
	人権平和室
すこやか推進課

	マタニティクラブへの参加促進（再掲）
	妊娠期の健康の保持、増進を図るため、これからママ、パパになる人のため、講義をはじめ出産準備、沐浴実習、体操、育児指導、妊娠期の栄養管理、調理実習などを行います。少なくとも第１子の母が全員参加できるように、呼びかけていきます。また、保護者同士が出産後も相談し合え、助け合える関係づくりのきっかけとなるように、地域における妊婦（両親）教室の充実に努めます。
	保健センター

	男性の家庭生活参画促進のための教室の開催
	子育て期の父親のみならず、退職後の男性などが育児や料理、介護などが必要になった時にも困ることなく行えるよう、知識や技術習得のための教室を開催します。
	人権平和室
すこやか推進課
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基本方向２　子どもの生きる力を育み、健やかな成長を支える環境づくり
施策目標(１) 心身を健やかに育む子育て環境の充実
近年、不登校をはじめひきこもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),り)、ニーEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),ト)などの問題がより複雑化、深刻化し、子どもが心身共に健やかに成長することの必要性が一層高まっています。
そこで、次代の担い手である子どもが、心豊かに生きる力を伸ばすことができるよう、学校教育の充実に努めるとともに、子どもが個性を発揮し、主体性や創造性を育みながら成長できる環境を整えるため、地域のスポーツ・文化活動、社会活動等の活性化や子どもの遊び場や様々な人との交流・体験の場の充実に努めます。
また、子どもが心身ともに健全に育つように、関係機関や地域団体等と連携して有害環境対策を進めます。
【基本施策】


基本施策①　家庭や地域の教育力・社会力の向上
子育ての基盤である家庭が子どもにとって安心して生活できる場となるよう、また、子どもに対するしつけや生活習慣の獲得など、基本的なことが行えるように、家庭教育を支援します。

また、子どもたちが地域の様々な人とのかかわりの中で、社会性やコミュニケーション能EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),力)、思いやりの心などを育めるように、地域団体をはじめ企業や商店、福祉施設等が連携して子どもの育ちや子育てを支援する地域づくりを進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	ふるさと教育の推進
	子どもたちが地域の歴史や文化、自然、産業など、ふるさとへの関心と愛着を持てるよう、地域住民や団体との連携を図り、ふるさと教育を推進します。
	学事課

	人材育成事業
	町民の自主的な活動である生涯学習活動を通　じて、地域づくりの中心となる地域リーダー　を育成します。
	社会教育課

	ボランティアの育成及び活動の促進
	子どもたちの学習やスポーツ指導、お話ボランティアなど様々なボランティア活動の育成と活動の支援に努めます。
	社会教育課
いきがい支援課

	家庭教育の充実
	保健センターと学事課、社会教育課など子育てに関する関係課が連携し、家庭の役割を認識するとともに子育てについての知識等を深められるように、啓発や学習機会の提供に努めます。
	関係課

	放課後子ども教室
	小学生が放課後、安全に過ごせるように、児童館で放課後子ども教室を開催していますが、引き続きボランティア等の確保に努め、内容の充実に努めます。
	社会教育課

	地域での世代間交流
	地域団体等と連携し、子育てについての知識や食EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),育)など、地域の中で気軽に交流しながら話ができる機会づくりを進めます。
	いきがい支援課


基本施策②　学校等教育環境の充実
学校は、子どもが一日の大半を過ごす学びの場であり、家庭と並んで、子どもの健やかな成長にとって重要な役割を担っています。世界に類を見ない少子高齢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),化)や経済の低成長、環境問題、国際化、情報化等、社会が大きく変化している時代の中で、子どもたちが次代を担う大人として、夢や希望に向けてたくましく生きる力を身につけることができるように、学校教育の内容の充実と、学校が地域や家庭と連携して、地域に根ざした学校づくりを進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	総合的な幼児教育の推進
	保育所と幼稚園、小・中学校、地域、家庭等との連携を図り、生きる力の育成とともに、「人とのかかわり」「共生の視点」を大切にした保育内容となるよう努めます。
	すこやか推進課

学事課


	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	基礎基本の確実な定着など学習指導の推進
	少人数指導をはじめ、指導方法の工夫改善により、子どもの確かな学力の定着を図ります。
	学事課

	体験的な学習の推進
	芸術・文化や学童農園、福祉体験、職場体験など、地域の様々な資源を生かし、人や自然、社会とかかわる活動を推進します。
	学事課

	環境教育・情報教育の推進
	次代を担う子どもたちの環境についての関心を高めるとともに、情報機器を活用した教育を推進します。
	学事課

	国際理解教育の推進
	国際感覚を持った人材の育成や住民との交流を深めるため、姉妹友好都市であるオーストラリア・ピットウォーター市と中学生の派遣や受け入れを行います。
	人権平和室

	特色ある学校づくりの推進
	各学校が児童・生徒の実態に応じた特色ある教育活動を展開し、一人ひとりを大切にした学校づくりを推進します。
	学事課

	学生ボランティアによる支援
	小・中学校でのグループ活動の支援や放課後の学習相談、不登校の子どもたちへの学校復帰支援を、学生ボランティアの協力のもとに進めます。
	学事課


基本施策③　次代の親の育成
世帯分離などによる核家族化の進行や地域における人間関係の希薄化、少子高齢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),化)などの影響により、家庭を持つまで子育ての様子を身近に見たり、乳幼児とあまり接することがないまま親となる人が増えています。大人になるまでに乳幼児とのふれあいやボランティア体験、大人と接する機会などが少ない人は、子育ての不安を持つ人が多いことが指摘されています。

また、若者のニーEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),ト)やひきこもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),り)などといった問題も対応が必要となっています。子どもが「次代の親」として、明日の忠岡町の担い手として、心身ともに健やかに成長できるように、家庭や地域、学校などが連携して取組みます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	人権意識を培う教育の

推進
	子どもたちが小さい時からお互いを思いやる心、命の大切さ、個性を認める意識などを培うことができるよう、保育所や幼稚園、小・中学校において人権教育の充実を図ります。
	人権平和室

すこやか推進課
学事課

	男女平等、男女の相互理解や協力に関する教育の推進
	技術・家庭の授業等を通して男女平等、男女の相互理解や協力を推進する教育の充実を図ります。
	人権平和室

学事課

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	福祉関係施設での体験的学習の推進
	子どもたちが生命の大切さを学んだり思いやりの心を育めるよう、福祉施設等における体験的学習やボランティアの機会の充実を図ります。
	学事課

いきがい支援課

	就労に対する意識啓発
	若者のニーEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),ト)問題などに対応するため、働くことや職業人としての明確な意識と自覚、自信が持てるように、関係機関や中学校等との連携のもとにキャリア教EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),育)の充実に努めます。
	学事課


基本施策④　子どもの遊び場や交流・体験の場の充実
各種団体等の連携と協力のもと、忠岡町の資源を生かして子どもたちが様々な体験活動に参加する機会を提供するなど、子どもがのびのびと心豊かに育つ環境づくりを推進します。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	スポーツ少年団活動の

促進
	子どもたちが心身共に健やかに成長できるように、各種スポーツ少年団の活動を支援します。
	社会教育課

	スポーツ大会の開催
	子どもをはじめ住民の体力や運動能力の向上とともに、相互の交流や親睦を深めるため、各種大会の開催や参加支援を行います。
	社会教育課

	子ども会活動の促進
	子どもたちが地域の中で社会性を身につけるとともに、心身共に健やかに成長できるように、異年齢の子どもとの交流や世代間交流などの活動を促進します。
	社会教育課

	学校開放の推進
	子どもたちが週末等にスポーツや行事等を行えるように、学校開放を行っていますが、引き続き進めるとともに、休日に安全に利用するため管理体制について、地域団体等と検討します。
	社会教育課


基本施策⑤　有害環境対策の推進
青少年の非行問題及びその防止に関する住民の関心を高めるとともに、関係機関をはじめ青少年関係団体等が連携して健全育成や非行防止活動を促進します。
また、携帯電話やインターネット等の有害サイトによる被害、有害情報環境から青少年を守るため、関係機関をはじめ小・中学校等と連携し、有害情報サイトに関する認識を高めるための啓発やフィルタリンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),グ)の推奨などを進めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	大阪府青少年健全育成

条例の普及啓発
	大阪府青少年健全育成条例における自主規制対象６業種のうち、有害図書の販売、興行場経営、遊技場経営における３業種に該当する店舗等を対象とし、営業上の所在等の確認及び条例等の啓発を行っています。青少年を取り巻く環境は情報化社会の進展に伴い大きく変容しているため、大阪府青少年健全育成条例の普及啓発とあわせて、忠岡町青少年指導員協議会等との連携により関係事業者の経営状況等の聞き取り調査や実態調査を行います。
	社会教育課

	青少年の健全育成
	今後も関係機関及び忠岡町青少年指導員協議会等との連携を図り、青少年の健全育成のための活動を促進します。
	社会教育課

	インターネット上の有害情報への対応
	青少年をインターネット等の有害サイトによる被害や有害情報環境から守るため、違法・有害な情報を選択的に排除できるフィルタリング（有害サイトアクセス制限サービス）説明や出会い系サイトなどで子どもが被害にあわないための利用上の注意などの研修会を実施します。
	関係課


施策目標(２) 子どもの人権の尊重
子どもは、子どもである前に一人の人間として、心身ともに健やかに生まれ、育成される普遍的な権利を持っているものであり、家庭環境や障がいの有無などでこれらの権利が保障されないことのないように支援策を進めます。

また、子どもの心身の発達に重大な影響を及ぼす児童虐待の増加・深刻化や、いじめの問題等子どもへの権利侵害が社会問題化する中で、子どもの人権を守る相談・支援体制の充実を図ります。
【基本施策】







基本施策①　人権意識の醸成
子ども自身がお互いに、一人ひとりの人権を大切にする心を持つように、また、子どもが成長する過程でかかわりを持つ家庭、学校、地域の人々が、子どもの自由や自己決定を大切にする人権に関する意識の醸成や人権教育の推進に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	人権に関する意識啓発
	忠岡町人権擁護委員会等関係団体と連携し、次代を担う保育園児・幼稚園児や小・中学生等が人権尊重に対する理解を深めるとともに、豊かな人権感覚を身につけることができるように、引き続き人権教室等を開催します。
	人権平和室

	子どもの権利に関する

意識啓発
	様々な機会や媒体を通じて、「児童の権利に関する条約」の内容等について啓発を進めます。
	人権平和室

	保育所や幼稚園における人権教育
	保育所の保育方針や幼稚園の教育方針に基づき、子どもの発達段階に応じて子ども一人ひとりの人権を十分尊重するとともに、集団の中で命の大切さ、お互いを思いやる心が持てるような仲間づくりを進めていきます。
	すこやか推進課

学事課


基本施策②　児童虐待防止対策及び対応の充実
全国の児童相談所が受け付けた児童虐待件数は、平成20年２月時点で４万件を超え、過去最悪となっています。その背景には子育て不安をはじめ、家庭の経済状況や配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),ス)）などの様々な問題が複雑にからんでいます。
子どもの心身に深刻な被害を与える児童虐待について未然に防止できるように、健診時の相談や保育所、幼稚園、小・中学校、診療所等との連携を強化し、早期発見に努めるとともに、関係機関との連携を図り被害にあった子どもの保護や保護者に対する心のケアなど、対応の充実を図ります。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	児童虐待に関する啓発活動の推進
	広報紙やパンフレット等の媒体を活用して、　児童虐待防止法等に関する情報を提供し、通告義務等に対する理解など住民の虐待防止に関する意識の醸成を図ります。
	すこやか推進課

	ドメスティック・バイオレンスなどの防止
	児童の目前でのドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーがその相手に暴力を振るう行為）など、間接的な被害を防止するため、ドメスティック・バイオレンス等に関する内容の普及や広報などの啓発活動に努めます。
	人権平和室

	子ども支援ネットワーク会議（要保護児童対策地域協議会）の活動促進
	要保護児童の早期発見やその適切な保護を図るため、関係機関が当該児童等に関する情報、考え方を共有し、円滑な連携及び協力の確保を図ります。
	すこやか推進課

	保育所や幼稚園、学校、家庭訪問等を通じた把握
	保育所や幼稚園での生活や小・中学校での不登校、長期欠席、問題行動などの背景に虐待がないか、保育士や教職員一人ひとりが平素から保育・教育活動や家庭訪問等を通して児童や家庭へのかかわりを深めます。
	すこやか推進課
学事課

	児童虐待への対応
	虐待と見られる事例があった際には、子ども家庭センター等関係機関との連携により、一時保護等的確な対応に努めます。その際、児童の安全の確認・確保に努めるとともに、保護者への心のケアなどを支援します。
	すこやか推進課


基本施策③　子どもに対する相談支援体制の充実
いじめや不登校、性の問題などの様々な悩みなど、関係機関と連携し子ども自身の相談支援の充実に努めるとともに、必要な時に利用できるように相談窓口などの周知を図ります。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	子どもに対する相談・指導の推進
	家庭をはじめ関係機関や関係課との連携を強化し、不登校をはじめいじめなど、子ども一人ひとりの心の問題に対応できる相談・指導体制の充実に努めます。
	学事課

	ＳＯＳミニレターの小・中学校配布
	いじめや虐待などに悩む小・中学生が気軽に相談できるように、全国人権擁護委員連合会と法務省が各地方法務局宛の「ＳＯＳミニレター」を作り、各都道府県の人権擁護委員から学校を通じて全国の小・中学校に配布しています。引き続き実施していきます。
	人権平和室

	相談窓口の周知
	すこやか推進課をはじめ学事課、人権平和室など関係課や府の関係機関など子どもが相談できる窓口の周知を図ります。
	関係課
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基本方向３　子どもを安心して育てることができる環境づくり
施策目標(１) 地域における子育て支援
少子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),化)、核家族化の進行、また、地域社会の連帯感の希薄化などにより、家庭や地域の子育て力が低下し、子育てに伴う負担感・不安感が増大する一因となっています。

そこで、「子どもは地域の一員」であり、「子どもの育ちや子育てを社会全体で支援すること」の認識を広く普及するとともに、地域住民同士が顔の見える関係になり、子育て支援が行えるように、世代間交流など様々な交流を進めます。

また、地域ぐるみの子育て支援活動を促進するとともに、在宅の子育て家庭を支援するため、子育て中の親の仲間づくりやファミリー・サポート・センター事業の検討、子育ての経済的負担の軽減などを進めます。
【基本施策】


基本施策①　子育てへの理解促進
社会全体で子どもの育ちや子育て家庭の支援を行う意識を高め、町内のあらゆる分野の施設や組織が積極的に子どもにかかわることを促進できるように、子育て支援の気運の醸成に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	子育て支援の気運の醸成
	乳幼児連れの保護者が立ち寄る機会の多い店舗や病院、公共施設などをはじめ、地域での子育て支援に理解と協力の輪が広がるように、広報「ただおか」やホームページなどを活用して子育て支援の気運の醸成に努めます。
	すこやか推進課


基本施策②　地域における多様な交流の促進
地域における子育て家庭への支援を行う観点から、「子どもは地域の一員」の認識のもと、地域において子どもがかかわる事業の推進をはじめ、様々な地域活動に親子の参画を促進し、地域における子ども同士、保護者同士の交流や世代間交流の促進を図ります。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	あいさつ運動の推進
	あいさつは地域や家庭での人間関係の基本であることから、忠岡すこやかネット及び関係団体と保育所や幼稚園、小・中学校などと連携し、各団体や地域、家庭など全町的にあいさつ運動を促進します。
	学事課
社会教育課

すこやか推進課

	地域での交流の促進
	社会福祉協議会や民生委員・児童委員、老人クラブなどと連携し、地域の高齢者や子ども、保護者がふれあう場の提供とともに、地域で親子同士の交流や高齢者からの生活の知恵などを伝授してもらえるような場として、交流サロンなどの活動を促進します。
	いきがい支援課
すこやか推進課
学事課

	保育・教育施設機能の

地域活用
	保育所や幼稚園における未就園児親子通園や園庭開放、子育て講座等の開催を通して親子の仲間づくり、幼児の望ましい発達などを支援します。
	すこやか推進課

学事課

	幼稚園と保育所の交流
	小学校生活へ円滑に移行するため、幼小交流をはじめ幼保等地域の他の施設との交流を深めます。
	学事課

すこやか推進課

	学校支援地域本部事業の推進
	中学校と地域住民等の交流を促進するため、忠岡町中学校区地域教育協議会を開催し、支援活動を進めていますが、引き続き活動の充実を図るため、学校支援ボランティアや学習アドバイザーの人材確保に努めます。
	社会教育課


基本施策③　地域子育て支援活動の育成・支援
地域ぐるみの子育て活動を展開するため、保護者同士の交流を深めるための子育てサークルの活動を促進するとともに、自治会や民生委員・児童委員、主任児童委員等による様々な支援活動を促進します。

【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	子育てサークルの育成・支援
	子育て中の親子が子育て情報の交換や交流を通して孤立感や負担感を少しでも軽減できるよう、地域の自主的な子育てサークルの育成・支援を促進します。
	すこやか推進課

	お母さんの勉強室や子育て教室へ託児保育の協力
	引き続き保健センターで行っている「お母さんの勉強室」や「子育て教室」に保護者等が安心して勉強できるように、民生委員・児童委員、更生保護女性会が子どもを預かるなど協力していただきます。
	すこやか推進課

いきがい支援課

	里親育成事業の推進
	岸和田子ども家庭センターからの里親募集記事や里親シンポジウム等を広報「ただおか」に掲載するとともに、パンフレットを窓口に設置し住民に周知し、募集します。
	すこやか推進課

	ボランティアグループの育成支援及び啓発
	社会福祉協議会等と連携し、子どもに対する絵本の読み聞かせなどのお話しボランティアや講座等開催時の託児ボランティア、子どもに対するスポーツ指導など、子育てや子育EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),ち)にかかわる様々なボランティアの養成を行うとともに、ボランティアグループの育成や啓発に努めます。
	社会教育課
いきがい支援課

	子育て支援ネットワーク会議の開催
	児童虐待をはじめ子どもの育ちを地域全体で見守り、支援できるよう、社会福祉協議会と連携し保育所や幼稚園、小・中学校、主任児童委員等の関係機関や関係団体によるネット会議の開催を促進します。
	関係課


基本施策④　子育て支援サービスの充実
在宅の子育て家庭の保護者でも子育ての手助けが必要な時に利用できる、住民相互の助け合いの組織であるファミリー・サポート・センター事業について実施に向けて検討するとともに、経済的負担の軽減のため、助成制度や手当等の充実に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	ファミリー・サポート・センター事業
	地域密着型の子育て支援事業として、子育てを援助してほしい人と子育てを援助したい人が会員となり、お互いに子育てを助け合う事業について、実施に向けて検討します。　
	すこやか推進課

	地域子育て支援拠点事業
	親子が気軽につどい、仲間づくりを行うとともに子育てについて相談できる地域の拠点として、地域子育て支援拠点事業のセンター型を1か所開設しています。今後も引き続き地域の子育て家庭を支援する活動を進めます。また、公立保育所２か所及び幼稚園においても子育て相談や園庭開放等の事業を進めます。
	すこやか推進課

	出産育児一時金の支給
	忠岡町国民健康保険被保険者が出産した場合、出産育児一時金を支給します。
	保険課

	子ども手当支給事業
	子どもの養育にかかる経済的負担の軽減と次代の社会を担う児童の健全な育成を図るため、子ども手当ての支給を行います。
	すこやか推進課

	乳幼児医療費助成事業
	乳幼児期の医療費の経済的負担の軽減を図るため、対象年齢の引き上げを行います。
	すこやか推進課

	私立幼稚園就園費助成事業
	公立・私立での保護者負担の格差を是正するため、私立幼稚園の在籍児の保護者に対して助成を行います。
	学事課

	忠岡町就学援助費支給事業
	経済的理由により就学することが困難な児童・生徒の家庭に対して就学援助費を継続して支給します。
	学事課

	まいど子でもカードの普及促進
	大阪府が実施している、子育て世帯を社会全体で応援するための企業協賛による割引・特典などのサービスが受けられる「まいど子でもカード」について周知します。
	すこやか推進課


施策目標(２) 援助の必要な家庭への支援
民生委員・児童委員、母子福祉推進員や母子福祉会、更生保護女性会などの関係機関と連携し、ひとり親家庭同士の交流を促進するとともに、就業情報の提供や各種相談等、ひとり親家庭の生活の安定と自立に向けた取組みを推進します。
また、外国人家庭が安心して子育てができるように、保育サービスや乳幼児健診等の利用支援、情報の入手や相談支援の充実に努めます。

さらに、心身に障がいのある子どもや発達面での遅れや疑いのある子どもの育児・教育の支援・訓練とともに、安心して生活できるように、障がい福祉サービスや地域生活支援事業の提供など、きめ細やかなサービスの提供に努めます。
【基本施策】


基本施策①　ひとり親家庭への支援
ひとり親家庭は、経済的な問題をはじめ、生活や養育など様々な問題を抱えていることから、精神的にも安定した生活が送れるように、また、児童の健全育成や福祉の向上が図られるように、関係機関との連携を図り、就業相談や指導などの充実に努めるほか、サービス利用等に関する情報の提供や利用促進を図ります。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	相談対応の充実
	母子家庭の母や寡婦が抱えている様々な問題・悩み等を解決するため、適切な助言及び情報提供をするなどの相談対応の充実に努めます。
	すこやか推進課

	就労等自立支援の推進
	児童扶養手当現況届手続時等にパンフレット等資料を配布するとともに、役場において母子家庭自立支援員による就労相談等を行い、ニーズ等に応じた自立支援計画を策定し、きめ細やかで継続的な自立・就労支援の実施に努めます。
	すこやか推進課
自治推進課

いきがい支援課

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	経済的負担の軽減
	ひとり親家庭の経済的負担の軽減や児童の健やかな育成を図るため、医療費の助成や児童扶養手当の支給を行います。
	すこやか推進課


基本施策②　外国人家庭や帰国子女への支援
言語、文化等の違いによる子育て等に不安を感じている外国人や支援を要する帰国者の子どもと保護者に対して、安心して生活できるようにＮＰEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),Ｏ)等とも連携しながら子育て関連や生活情報の提供、相談等支援に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	乳幼児健診等母子保健事業への外国人通訳の配置
	乳幼児健診をはじめ母子保健事業において通訳が必要な保護者等の場合、ボランティア等の協力により通訳の配置に努めます。
	すこやか推進課

	子育て関連情報の外国語版の提供
	母子保健事業をはじめ子育てに関して知っていただきたい情報について、外国語での情報提供に努めます。
	関係課

	外国人子女語学指導補助員派遣事業
	今後も、忠岡小学校を日本語指導センター校と位置づけ、日本語指導の必要な外国人児童等を受け入れるとともに、日本語指導の補助員を派遣します。
	学事課


基本施策③　障がいのある児童とその家庭に対する支援
障がいのある子ども一人ひとりが、自分の能力や個性を最大限に伸ばすことができるようにするためには、一人ひとりの障がいの状態やニーズ等に即したきめ細やかな支援が必要です。

そこで、保育・療育・支援教育など、子どもの障がいに適切に対応できるよう、相談対応や療育体制、支援教育体制の充実を図るとともに、各ライフステーEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),ジ)の支援がつながりを持って行えるよう、連携強化に努めます。

また、発達障がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),い)の早期発見と早期対応が行えるよう、保育所や幼稚園、小学校、医療機関等との連携を強化します。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	障がいの早期発見・早期

対応
	保育所や幼稚園等との連携を図り、発達に遅れなどのある乳幼児の早期発見や早期対応に努めます。
	すこやか推進課
いきがい支援課

学事課

	障がいのある児童の保育
	集団保育の中で障がいのある子どもがのびのびと生活できるよう、また、発達障がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),い)等にも対応できるよう、職員研修の充実を図るとともに、保育の充実に努めます。
	すこやか推進課
いきがい支援課

	障がいのある児童・生徒

の就学相談
	障がいのある児童・生徒の就学相談について広報等により周知するとともに、保健センターと連携し、障がいのある子どもの把握に努め、早期から就学相談を行い、保護者の不安の軽減に努めます。
	学事課

すこやか推進課

いきがい支援課

	障がいのある児童に対する教育活動の推進
	障がいのある幼児・児童・生徒の人権を尊重し、一人ひとりの可能性を伸ばしていくため、今後も支援学級の整備・充実を図るとともに、教職員の専門的知識や指導技術の向上及び指導方法の工夫改善に努めます。
	学事課

	忠岡町支援教育リーディングスタッフ巡回相談
	専門性の高い支援学級担任をリーディングスタッフとして選任し、学校園を巡回する中で個別ケースの相談や支援方法について助言します。今後も引き続き、スタッフの育成を図るとともに、指導方法等の向上に努めます。
	学事課

	障がい者に対する理解教育の推進
	障がいのある幼児・児童・生徒等に対する正しい理解と認識を深め、ともに生きる好ましい人間関係の育成に努めています。今後も障がいのある幼児・児童・生徒が共に学び、共に育つ場と機会の拡充を積極的に進め、相互理解を促進します。
	学事課

	障がい福祉サービスの

提供
	居宅で入浴、排せつ、食事などの介助や介護を行う居宅介護や外出時の移動中の介助等を行う行動援護などの訪問系サービスの提供を進めます。また、日常生活における基本的動作の習得など適切な指導や訓練を行う児童デイサービスや介護者の疾病等で介助ができない児童に対して障がい者支援施設等で短期間預かる短期入所などの日中活動系サービスの提供を進めます。
	いきがい支援課

	地域生活支援事業
	障がいのある児童や保護者の日常生活の支援のため、相談支援事業や日常生活用具給付等事業、移動支援事業、日中一時支援事業などの地域生活支援事業の提供を進めます。
	いきがい支援課

	その他経済的支援
	特別児童扶養手当や障がい児福祉手当、重度障がい者介護手当（大阪府）など、障がいのある児童の福祉の増進を図ることを目的に、継続して支援体制の維持に努めます。
	すこやか推進課

いきがい支援課


施策目標(３) 安全・安心な環境づくり
子育てを安心して行うことができるよう、公共施設等の整備においては、子どもや妊産婦をはじめとするあらゆる人が利用しやすいという視点（ユニバーサルデザイEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),ン)）に配慮するとともに、子どもを犯罪や交通事故、地震等の災害の被害から守る活動を関係機関や地域団体等と連携しながら推進します。
【基本施策】


基本施策①　良質な居住環境の確保
次代を担う若者が忠岡町に住み続けたいと思えるように、また、子育て期の世帯が利用しやすい、住みやすい子育てに配慮した公営住宅の整備や民間住宅の誘導に努めます。

また、子育て期の世帯をはじめ誰もが住みやすいと思えるように、良質な居住環境の確保に努めます。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	住宅の耐震化の促進
	耐震改修補助金制度の周知を図り、住宅の耐震化を促進します。
	自治推進課

	児童遊園等の安全確保
	子どもたちをけがや犯罪被害から守るため、遊具の安全性を確保するとともに、照明灯の設置や樹木の管理などを進めます。
	建設課

	バリアフリー基本構想に基づく事業の推進
	この計画の期間中に「バリアフリー基本構想」の策定が予定されていることから、計画に基づき駅周辺等の交通の利便性や安全性の確保のための事業の推進に努めます。
	建設課

	公共施設のバリアフリー化の推進
	乳児のいる保護者が外出先でも安心しておむつ替え等ができるように、オムツ交換台等の設置について検討します。
	建設課

	小・中学校の耐震化事業の推進
	「学校施設耐震化推進計画」に則り、小・中学校の耐震補強工事を順次進めていきます。
	学事課


	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	大阪府福祉のまちづくり条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),例)の普及
	不特定多数の方が利用する民間の建築物について、大阪府福祉のまちづくり条例等の普及と、誰もが利用しやすい、移動しやすいまちづくりの推進への誘導に努めます。
	関係課


基本施策②　交通安全対策の推進
子どもや妊婦等が安全に安心して外出できるよう、道路や交通安全施設の整備を進めます。

また、子どもが交通事故の被害にあわないよう、関係機関や地域団体等との連携により保育所や幼稚園、小・中学校、地域での交通安全教育を推進します。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	交通安全施設等整備事業の推進
	道路について、歩道の新設や交差点の改良、道路反射鏡、ガードレール、横断防止柵、車線・交差点マーク等の設置を推進し、歩行者・自転車の安全確保・事故の防止を図ります。
	建設課

	交通安全教室の開催
	警察や交通安全協会等と連携し、保育所、幼稚園、小学校児童に対し、交通ルールの指導や歩行訓練などの教育・啓発を行います。
	建設課


[image: image5.jpg]



基本施策③　防犯・防災対策の推進
子どもを犯罪等の被害から守るため、関係機関や地域団体、保護者、学校等が連携して登下校時の見守りや定期的な巡回、不審者情報の発信など、防犯体制の充実に努めます。

また、地震などの災害時にひとり親家庭や障がいのある子どものいる家庭、障がいのある保護者の家庭など、災害時に支援が必要な人が適切に避難できるように、また、安否確認や避難所での生活への支援など、地域ぐるみの防災体制の構築を促進します。
【施策・事業】

	施策・事業名
	施策・事業の内容
	担当課

	街路灯・防犯灯の整備
	子どもたちを交通事故や街頭犯罪から守るため、交差点や公共施設に街路灯の設置を進めています。今後、夜間の通行に問題がある場所への防犯灯の整備や地域住民の協力を得て夜間に門灯や玄関灯を点ける一戸一灯運動を促進します。
	建設課
自治推進課

	防犯委員会活動の促進
	忠岡町防犯委員会と連携し、小学校児童の下校時の見回りや年末夜警などの防犯活動を支援します。
	自治推進課

	子ども110番のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),家)
	PTAや自治会の協力者の家の前に「子ども１１０番の家」の旗を掲げ、子どもを取り巻く犯罪の抑止に努めます。
	自治推進課
社会教育課

	大阪府警察の安まちメールの活用
	「安まちメール」は、ひったくりや子どもの被害など、大阪府警察が管轄する地域の犯罪発生情報や犯罪対策情報を携帯電話メールでリアルタイム配信するというもので、住民に犯罪状況の把握と防犯意識の高揚を図るため、活用するよう周知を進めます。
	自治推進課

	教職員や保育士に対する防犯教室の開催
	警察と連携し、教職員や保育士の防犯訓練の実施や危機管理能力の向上を図るための研修を行います。
	学事課

すこやか推進課

	学校園における不審者対応マニュアルの見直し
	安心・安全な学校園とするため、随時不審者対応マニュアルの点検見直しを行い、時点修正を行います。
	学事課

すこやか推進課

	防災予防活動の促進
	消防団との連携により地域の自主防災組織に対する指導を行うとともに、火災予防活動を促進します。
	自治推進課

	保育所、幼稚園、小・中学校での避難訓練
	地震などの災害時に混乱しないように、保育所、幼稚園、小・中学校での避難訓練など防災教育を実施します。
	学事課

すこやか推進課

	防災活動の促進
	ひとり親家庭や障がいのある子どものいる家庭などが、地震などの災害時に避難できるよう、また、安否確認が行えるよう、避難訓練をはじめ地域での自主防災活動を促進します。
	自治推進課


■目標事業量
この計画の終了年度である平成26年度における、特定事業（国への報告が必要な事業）の目標量は次表のとおりです。
■目標事業量

	事業名
	取組み方向
	指標
	現　　　　 状

平成21年度
	目標事業量

平成26年度

	通常保育事業
	年度途中の３歳未満児の待機児童について、年齢別の定員数を変更して調整します。
	３歳未満児
３歳以上児
	143人
246人
	177人
215人

	延長保育事業
	現状どおり公立園２園、民間園１園で実施します。
	か所数
	３か所
	３か所

	夜間保育事業
	今後も実施しません。
	か所数
	０か所
	０か所

	休日保育事業
	今後も実施しません。
	か所数
	０か所
	０か所

	子育て短期支援事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),業)
（トワイライトステイ事業）
	現状どおり岸和田学園に委託して実施します。
	か所数
	１か所
	１か所

	子育て短期支援事業

（ショートステイ事業）
	現状どおり岸和田学園、和泉乳児院、和泉幼児院に委託して実施します。
	か所数
	３か所
	３か所

	家庭的保EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(※),育)事業
	実施しません。
	人数
	
	０人

	放課後児童健全育成事業

（放課後児童クラブ）
	現状どおり２小学校で実施します。
	か所数

クラブ数
	２か所

２クラブ
	２か所

２クラブ

	一時預かり事業
	現状どおり民間園１園で実施します。
	か所数
	１か所
	１か所

	病児・病後児保育事業
	病児保育
	今後も実施しません。
	か所数
	０か所
	０か所

	
	病後児保育
	今後１か所での実施をめざします。
	か所数
	０か所
	１か所

	ファミリー・サポート・

センター事業
	実施に向けて、体制等について今後検討します。
	か所数
	０か所
	１か所

	地域子育て支援拠点事業
	センター型
	現状どおり民間園１園で実施します。
	か所数
	１か所
	１か所

	
	ひろば型
	今後も実施しません。
	か所数
	０か所
	０か所


第 　章　計画の推進体制
１　関係団体等との連携・協働
この計画の推進については、子育ての社会化が言われている中で、行政だけでできるものではなく、様々な分野において家庭をはじめ地域団体、企業、商店、ボランティア団体・ＮＰEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),Ｏ)等との連携・協働による取組みが必要です。
とりわけ、子どもの安全の確保や世代間交流、地域文化や生活文化の伝承、次代の親として子どもや家庭を見守り、支援するためには、地域で共に育ち合う福祉意識の醸成や子どもに限らず高齢者など誰もが気軽に立ち寄れる憩の場づくりなどの取組みが期待され、社会福祉協議会をはじめ関係課等とも連携してその活動の支援に努めます。
また、仕事と生活の調EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(※),和)推進にあたっては、企業に負うところが大きく、経済不況の中でその実現は困難なものがありますが、世界にも類を見ない超高齢社会の到来と人口減少社会を見据え、性や年齢を超えて仕事の分かち合いや、男女が共に心も身体も健康でゆとりを持って生活できるように、社会全体でその実現に向けて取組んでいくことが求められます。
２　計画の周知
この計画を住民のものとして一体となって取組んでいくため、内容や関連事業について広報紙やホームページ、公共施設等への配架、子育てに関するイベント・講座等多様な媒体や機会を活用して、広く住民への周知を図ります。
３　計画の点検・評価
この計画を総合的・効果的に推進するため、毎年、関係課による計画の実施状況の把握・点検を行うとともに、その結果についてホームページへの掲載に努めます。
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③　次代の親の育成


　　





























①　ひとり親家庭への支援


　　



















































































■「仕事と生活の調�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 9(※),和)�」のあるべき姿


平成19年12月18日、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び「仕事と生活の調和のための行動指針」が、政労使の合意の上、策定されました。「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」ではめざすべき社会の姿として、「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会」 を掲げ、具体的には、以下のような社会をめざすべきとしています。


①就労による経済的自立が可能な社会


経済的自立を必要とする者、とりわけ若者がいきいきと働くことでき、かつ、経済的に自立可能な働き方ができ、結婚や子育てに関する希望の実現などに向けて、暮らしの経済的基盤が確保できる。


②健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会


働く人々の健康が保持され、家族・友人などとの充実した時間、自己啓発や地域活動への参加のための時間などを持てる豊かな生活ができる。


③多様な働き方・生き方が選択できる社会


性や年齢などにかかわらず、誰もが意欲と能力を持って様々な働き方や生き方に挑戦できる機会が提供されており、子育てや親の介護が必要な時期など個人の置かれた状況に応じて多様で柔軟な働き方が選択でき、しかも公正な処遇が確保されている。











④　子どもの遊び場や交流・体験の場の


充実





②　学校等教育環境の充実


　　











(２) 援助の必要な家庭への支援





④　子育て支援サービスの充実





①　子育ての楽しさ・大切さ意識の醸成


　　





①　家庭や地域の教育力・社会力の向上


　　























③　男女共同子育ての推進





③　地域子育て支援活動の育成・支援





(１) 心身を健やかに育む子育て


環境の充実























②　次代の親としての意識の醸成


　　





②　多様で弾力的な保育サービスの充実


　　





①　男女の仕事と家庭・地域生活の調和の


　　推進





(３) 仕事と生活の調和推進























子育てに関する相談体制・情報提供


体制の充実























(２) 子育てに関する意識啓発及び


相談・情報提供体制の充実





④　小児医療・予防の充実





③　思春期からの健康づくり支援





②　食育の推進


　　




















①　母子の健やかな心と身体の育成支援


　　




















(１) 母と子の健康づくり支援
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③　防犯・防災対策の推進





②　交通安全対策の推進


　　





①　良質な居住環境の確保


　　





(３) 安全・安心な環境づくり





③　障がいのある児童とその家庭に対する


　　支援








②　外国人家庭や帰国子女への支援


　　





②　地域における多様な交流の促進


　　





①　子育てへの理解促進


　　





(１) 地域における子育て支援























③　子どもに対する相談支援体制の充実





②　児童虐待防止対策及び対応の充実


　　





①　人権意識の醸成


　　





(２) 子どもの人権の尊重























⑤　有害環境対策の推進


　　








